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【各団体の取り組み状況及び取組予定について】 
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内容 カテゴリー

1
出荷停止に伴う診療報酬の算定方法などについて、各郡市・医育機関医師会へ情報
提供を行っている。

C:情報提供

2
不足が生じている医薬品等の取扱い等について「北海道医報」にて各医療機関へ情報
を通知している。

C:情報提供

3

4

5

1
今後も上記にあるように診療報酬の算定や供給・取扱い等について各郡市・医育機関
医師会・医療機関へ提供を行う予定。

C:情報提供

2

3

4

5

1 今後の供給状況について。 A:安定供給

2

3

取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 北海道医師会

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

①

11



内容 カテゴリー

1
「自治体病院における薬剤管理の実態調査報告」にて2023年度より「後発医薬品の
カットオフ値」と「後発医薬品使用体制加算の算定状況」について調査（別紙参照）

D:使用促進

2
医薬品の出荷調整・停止が後発医薬品の使用促進を阻害している。
一時的に後発医薬品使用体制加算1から2へ変更せざるを得ない状況となった。

A:安定供給

3

4

5

1
後発医薬品、後続医薬品（バイオシミラー）に変更可能な医薬品は積極的に切り替え、
使用促進への取り組みを継続していく。

D:使用促進

2

3

4

5

1 医薬品の安定的な供給はいつになるのか？回復の目途は？ A:安定供給

2

3

取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 全国自治体病院・小樽市立病院

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

①

22



【後発医薬品のカットオフ値】
2023年度 2024年度

「自治体病院における薬剤管理の実態調査報告」より
33



【後発医薬品使用体制加算の算定状況】

2023年度 2024年度

「自治体病院における薬剤管理の実態調査報告」より
44



内容 カテゴリー

1
○ 北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別指導等
で、講話や講評において後発医薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
○ 2025/10/14(火)〜2025/10/15(水) ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道
民への普及啓発（薬と健康の週間行事）

D:使用促進

3

4

5

1
○ 引き続き北海道厚生局が行う、保険薬局・保険薬剤師を対象とする集団指導・個別
指導等で、講話や講評において後発医薬品の不安定供給に関する現状を伝達

C:情報提供

2
○ ジェネリック医薬品使用啓発パネルを用いた道民への講習会・パネル展等における
普及啓発（各支部開催の薬と健康の週間行事等）

D:使用促進

3
○ 北海道薬剤師会としては、道議会議員、各支部内の市議会議員等に対して、医
薬品不安定供給の現状と課題等を報告し、国に対して働きかけるよう訴えを継続的に
行う

A:安定供給

4
◯ 地域の医薬品供給体制強化を念頭に、後発医薬品をはじめとした医薬品の薬局間
分譲が円滑に実施できる体制づくりを地域薬剤師会へ支援を行う

A:安定供給

5
◯令和8年度診療報酬改定に際し、一般名処方が可能となるバイオ後発品について、
使用促進に係る提供体制の整備を保険薬局に対し周知を行う

C:情報提供

1
○ 昨今の後発医薬品不安定供給状態が継続する中でどのように後発医薬品の使用
を推進していくか

D:使用促進

2

3

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 一般社団法人　北海道薬剤師会

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテゴ
リーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

55



内容 カテゴリー

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1 出荷調整品が次々と出てきているが、安定供給の見通しについて確認したい A:安定供給

2

3

取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 一般社団法人　北海道病院薬剤師会

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

①

66



内容 カテゴリー

1
GDPガイドラインの推進。社内教育の継続実施と年２回のベンチマークチェックにより、
強化している。

B:品質確保

2 GDPガイドライン遵守のための、施設・設備への投資を実施。 B:品質確保

3
労働人口減少対策として、DX化を推進。簡素化と標準化を進め、効率化向上に努めて
いる。

A:安定供給

4
2024年問題の影響による運送業者の運賃値上げ、便数減便に対応する管理体制の整
備。

A:安定供給

5 BCP体制を強化し、災害時でも物流を止めない現場の自走体制の整備と訓練の実施。 A:安定供給

1 労働者確保の為、処遇改善、評価基準の見直し、福利厚生の充実の検討。 A:安定供給

2

3

4

5

1

2

3

取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 一般社団法人北海道医薬品卸売業協会（（株）ほくやく）

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

①

77



内容 カテゴリー

1

会員企業による後発医薬品の供給不安事象発生の予防や供給問題の早期解決に役
立てることを目的とした、過去に生じた事象の原因究明や実際の対応方策を分析した
内容の情報を共有するなど、会員企業に対し必要な支援を行うための安定供給責任
者会議体の創設

A:安定供給

2
供給不安事象解決・「⽚寄せ」推進等のためのワーキングチームを⽴ち上げ、限定

出荷状況の改善に向けた取り組みを実施
A:安定供給

3

品質文化醸成に向けた各社における人材育成及び定着に向けた取り組みの共有を主
題とした会員各社の教育責任者等を対象とした各テーマに即した教育研修会の実施
5月20日（第2回）、7月22日（第3回）、9月16日（第4回）、11月18日（第5回）、2月3日（第
6回）

B:品質確保

4
製造販売承認書と製造実態に係る各社による統一した方法による製造販売承認書の
自主点検の確実な実施推進と自主点検結果の適切な公表・報告と、再発防止に向け
た対応

B:品質確保

5
GE薬協特設サイトでの安定供給や信頼回復に向けた取り組みの公表と適切な情報更
新の実施

C:情報提供

6 メールマガジンによる医療関係者への各種取り組みの情報提供 C:情報提供

7

記者説明会や講演会などによる取り組み状況の説明
・記者説明　　6月実施
・講演会等　　CPHI４月、日本ジェネリック医薬品流通協会６月、第22回技術講演会７
月
　　　　　　　　　日本フォーミュラリ学会８月
・対談　　　　　日本フォーミュラリ学会８月
・業界紙　　　薬事日報社７月、日刊工業新聞社８月、読売新聞８月

C:情報提供

8
都道府県GE使用促進協議会への取組み状況の説明とフォロー
・GE薬協からの説明：愛媛県：７月、福岡県、茨城県：９月、その他、各協議会のフォ
ローを実施

C:情報提供

9

行政関係者、医療関係団体等への取組み状況の説明
・医師会、薬剤師会、健保連、協会けんぽ、国会議員（議連）６月
・厚労省産情課：７月
・中医協業界陳述：７月、９月
・創薬力向上のための官民協議会ワーキング９月

C:情報提供

10

ジェネリック医薬品・バイオシミラー品質情報検討会における国の文献調査への協力。
文献調査によりジェネリック医薬品の問題を指摘する文献については、詳細な内容確
認と当該企業の対応状況確認及び当該企業による迅速な対応のための情報の提供
等の対応

C:情報提供

11
持続可能なジェネリック医薬品企業の産業構造のあり⽅に関するGE薬協における研

究会を実施し、2025年6月に中間とりまとめを報告書し、2026年を2月には最終とりまと
め報告書を発表の予定

E:その他

12
会員各社のコンプライアンス担当者および関係者を対象としたコンプライアンス全体会
議の開催

E:その他

13
経営トップ自らが法令遵守を自覚すると共に、体制の強化を推進するための経営層向
けコンプライアンス研修会の開催

E:その他

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 日本ジェネリック製薬協会

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況
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1
出荷停止などにより、欠品の恐れが発生した場合に、会員間によるバックアップ要請を
円滑に運用するための供給不足支援システムの稼働を実施

A:安定供給

2
【継続】供給不安事象解決・「⽚寄せ」推進等のためのワーキングチームを⽴ち上

げ、限定出荷状況の改善に向けた取り組みを実施
A:安定供給

3
【継続】品質文化醸成に向けた人材育成及び定着に向けた取り組みの共有を主題とし
た教育研修会の実施

B:品質確保

4
【継続】製造販売承認書と製造実態に係る製造販売承認書の自主点検の確実な実施
推進と自主点検結果の適切な公表・報告と、再発防止に向けた対応

B:品質確保

5
【継続】GE薬協特設サイトの改修を通して、新ロードマップに対応した情報発信につい
て、掲載方法の改善支援と、各活動状況の取り組み状況の継続的な発信

C:情報提供

6 【継続】メールマガジンによる医療関係者に対する各種取り組みの情報提供 C:情報提供

7
【継続】業界紙、記者説明会、各種講演会や行政関係者、医療関係団体との会合等に
おけるGE薬協の取組みの継続的な発信

C:情報提供

8 【継続】都道府県GE使用促進協議会への取組み状況の説明とフォロー C:情報提供

9
第59回日本薬剤師会学術大会におけるセミナー開催において、協会の取り組みに関
する説明

C:情報提供

10 【継続】行政関係者、医療関係団体等への取組み状況の説明 C:情報提供

11
【継続】ジェネリック医薬品・バイオシミラー品質情報検討会における国の文献調査へ
の継続協力と問題指摘文献に対する適切な対応

C:情報提供

12
【継続】会員各社のコンプライアンス担当者および関係者を対象としたコンプライアンス
全体会議の開催

E:その他

13
【継続】経営トップ自らが法令遵守を自覚すると共に、体制の強化を推進するための経
営層向けコンプライアンス研修会の開催

E:その他

1

2

3

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

① 取組状況
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内容 カテゴリー

1 後発医薬品使用体制加算1の算定 D:使用促進

2 バイオ後続品使用体制加算の算定 D:使用促進

3 一般名処方加算の算定 D:使用促進

4 病院フォーミュラリに連動したクリニカルパス使用薬剤の後発医薬品への変更 D:使用促進

5

1 病院フォーミュラリの作成 D:使用促進

2

3

4

5

1 後発医薬品の金額シェア（国の2029年度末までの目標65%以上） C:情報提供

2

3

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 札幌医科大学

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテゴ
リーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況
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内容 カテゴリー

1 医薬品に関する適正使用や、長期収載品の選定療養等について啓発を行っている。 C:情報提供

2

3

4

5

1 昨年度に引き続き、長期収載品の選定療養等についての啓発活動 C:情報提供

2 後発品の製造・品質管理（GMP基準）適合状況に関する情報収集と啓発 C:情報提供

3

4

5

1

2

3

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 北海道消費生活コンサルタントクラブ

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況
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内容 カテゴリー

1
大規模医療機関を対象とした「バイオシミラー使用状況」（都道府県平均・二次医療圏

平均と比較した自医療機関の成分別使用状況等）に関する情報提供（訪問）の試行実施
C:情報提供

2

3

4

5

1

医療機関及び調剤薬局を対象とした「ジェネリック医薬品処方状況」（都道府県平均・

二次医療圏平均と比較した自医療機関の薬効別処方状況等）に関するお知らせの送付

【令和８年３月発送予定】

C:情報提供

2
０歳～８歳の子をもつ加入者を対象とした「上手な医療のかかり方（小児救急電話相

談、ジェネリック医薬品）に関するリーフレットの送付【令和８年３月発送予定】
D:使用促進

3

4

5

1
地域フォーミュラリーの推進、バイオシミラーの使用促進に向けた北海道の対策につい

て
D:使用促進

2

3

② 取組予定

③
協議会内で確認

したい事項

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 全国健康保険協会北海道支部

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテゴ

リーから最も適当なものを選択してください。

②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確

保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。

③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご記載く

ださい。

① 取組状況
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内容 カテゴリー

1
後発品に限らず、不足が生じている医薬品等の取扱について国からの情報を関係団
体等に通知

A:安定供給

2 後発品に限らず、製薬企業のGMP調査の実施 B:品質確保

3 薬と健康の習慣において医薬品の適正使用等についての啓発 C:情報提供

4 啓発ポスターの作成及び、ホームページへの公開 C:情報提供

5
医薬品・医療機器等の一斉監視において医薬品製造業者、製造販売業者及び
卸売販売業者に立入検査を行うと共に、市場流通している後発品の検査実施

B:品質確保

1 国からの情報を関係団体へ通知 A:安定供給

2 後発品に限らず、製薬企業のGMP調査の実施 B:品質確保

3 薬と健康の習慣において、医薬品の適性使用等について啓発 C:情報提供

4 啓発ポスターの作成 C:情報提供

5
医薬品・医療機器等の一斉監視において医薬品製造業者、製造販売業者及び
卸売販売業者に立入検査を行うと共に、市場流通している後発品の検査実施

B:品質確保

1

2

3

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 北海道庁（医務薬務課）

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテ
ゴリーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項
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内容 カテゴリー

1
・北海道国民健康保険団体連合会と連携し、後発医薬品の数量シェア及び金額シェア
を把握するとともに、市町村に対して定期的に情報提供を行っている（令和７年６月、12
月審査分について実施）。

C:情報提供

2
・後発医薬品の自己負担差額通知を未実施の市町村に対し、必要な助言を行っている
（174市町村が実施中。未実施の５市町村に働きかけを実施）。

D:使用促進

3
・差額通知に係る国および道の財政支援や、保険者努力支援制度における後発医薬
品の使用促進及び使用割合の評価等について、市町村への情報提供に努めている。

C:情報提供

4

5

1
・後発医薬品及びバイオ後続品の使用促進について、北海道保険者協議会において
情報共有を図るとともに、普及啓発の取組について検討を進める。

D:使用促進

2

3

4

5

1

2

3

後発医薬品に関する取組状況等調査票

団体・機関名 北海道庁（国保医療課）

①　各団体・機関で実施している後発医薬品の安定供給・品質確保・情報提供・使用促進等のための取組を記載してください。その際、カテゴ
リーから最も適当なものを選択してください。
②　今後、各団体・機関において実施予定の取組や、実施していきたい取組を記載してください。その際、カテゴリー（A:安定供給、B:品質確
保、C:情報提供、D:使用促進、E:その他）から最も適当なものを選択してください。
③　協議会内で質疑事項や他団体への照会事項等があれば記載してください。具体的な確認先団体・機関がある場合は、団体・機関名をご
記載ください。

　　※各項目は記載欄を適宜増減してください。

① 取組状況

② 取組予定

③
協議会内で確
認したい事項
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17 

 

 

今後の取組について 

 

 「安定供給の確保を基本として、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ」に基づき、

引き続き、後発医薬品を安心・安全に使用できるよう、取り組みを進める。  

 

主な取組内容 都道府県で求められる取組 来年度の計画 

品質に対する信

頼性の確保 

 

 

 

研修事業の実施 

 

 

 

 

市民などを対象とした「薬と健康の週間」におけ

るパネル展や北海道薬剤師会と連携して公開セミ

ナーの開催などの研修事業等を通じ、後発医薬品

を安心・安全に使用できるよう、普及啓発を行う。 

 

情報提供の方策 啓発ポスターの作成 

 

厚生労働省保険局調査課『「最近の調剤医療費（電

算処理分）の動向」における都道府県別後発医薬

品割合（数量ベース）』を基に作成しホームペー

ジに掲載する。 

 

使用促進に係る

環境整備 

 

協議会の開催 

 

 

引き続き、本協議会を開催し、各団体の取組につ

いて報告いただくなど、後発医薬品を安心・安全

に使用するための方策について意見交換を行う。 

 

 


